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「保育だより」（2013年９月）表紙上部
開園とともに創刊
本園では1973年 4 月開園の翌月より「保育だ
より」を毎月 1回、発行し続けている。第 1
号（1973年 5 月16日発行）の内容は当時主事で
あった飯田泰造先生の巻頭言「私たちはなにを
してやれるでしょう」と各学年10行ほどの子ど
もたちの様子、そして 5月の暦を載せたB 5判
4ページのものであった。
創刊の頃
「保育だより」発行にあたっての一番の目的
は保育の実践を保護者に伝え、理解を得ること
であった。しかし、飯田先生の考えの中には、
保育者が日々の保育を省察し保育者間の意思疎
通をはかる機会とする目的もあったと思われる。
そこで、保育内容を「できるだけ具体的に、親
がなるほどと思ってくれるように自分の言葉で
表しなさい」と先生は提案された。それに対し
て自分の保育を文章化することに不慣れだった
保育者たちは最初反発を表わしたが話し合いを
重ねて理解し合い、 6月号にはB 5判 1ページ
分の学年のページが加えられた。当初は担任保
育者と共に園長、学科長、主事、主任の文章を
織り込みながら保育内容の文章化を軌道にのせ
ていった。こうして始まった担任の書く〈学年
のページ〉は現在まで引き継がれており、「保
育だより」の中心となっている。
当時、月末になると保育後の職員室では鉄筆
でガリガリとガリ版を削る音と中高部の事務局
から譲り受けた謄写版をこすり上げる音がした
と聞く。保育者にとってはおしゃべりをしなが
ら作業をする時がお互いの思いや子どもの見方
を理解する時となっていたということである。
現在に受け継ぐもの
構成や内容については創刊から 5年間ほどは
試行錯誤を繰り返したが、その後、ほぼ現在と
同じ構成の〈巻頭言〉〈暦〉〈お知らせ〉〈学年
のページ〉〈保護者の声〉となり、毎号おおむ
ね10ページ前後である。
〈巻頭言〉には保育の基本、キリスト教につ
いて、幼児期の特徴、遊びの捉え方等を園長、
主事、保育主任が書く。例を挙げると「自分ら
しく」（黒田成子記）「巣立ちゆく幼き者に」（石
井次郎記）「子どもと祈り」（土橋克子記）「安
心を培う」（森高ホサナ記）等である。〈暦〉〈お
知らせ〉のページには毎月の保育時間、行事、
持ち物の他、子どもの生活にふさわしい配慮や
教育的意図も書かれる。〈学年のページ〉は前
述の通り各担任が前の月のエピソードから保育
を語る。その時、子どもが楽しんでいること、
成長を感じさせられること、時にはけんかや葛
藤の場面も書き、保護者と共に子どもの生活を
分かち合えるようにと考えている。歌やイラス
トを入れて楽しく読んでもらうことができるよ
うにも工夫している。〈保護者の声〉の欄（毎
号には無い）には、連絡帳等を通して伝えられ
た保護者の思いを載せる。
また創刊よりずっと「夏休み号」「クリスマ
ス号」などの特別号を年に 1、2回発行している。
その時代によって取り上げる話題やエピソー
ドは違うが、根底にあるかえで幼稚園のキリス
ト教に立った理念と子どもの生活の中で大切な
ことは変わらないと感じる。
「保育だより」はただの“お便り”ではなく、
私たち保育者にとっても保護者にとっても子ど
もの育ちや大人としてのあり方を気づかされた
り、考えたりする基点ともなっており、「保育
レポート」に発展する話題も多い。また、園外
の方からも本園の保育の特徴がよくわかる、と
励ましや感想を得ている。
 （大学付属かえで幼稚園主任）
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